
国
会
事
項

平成™š年š月™›日 木曜日 第œœ™˜号官 報
名

称

福
山
港
箕
沖
工
区
Ｂ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

広
島
県
福
山
港
（
鴻
石
灯
標
の
北
北

東
方
約
七
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
四
e

二
五
e

四
九

東

経

一
三
三
e

二
六
e

一
九

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
四
日

名

称

福
山
港
箕
沖
工
区
Ｃ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

広
島
県
福
山
港
（
鴻
石
灯
標
の
北
北

東
方
約
七
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
四
e

二
五
e

四
八

東

経

一
三
三
e

二
六
e

二
三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
四
日

名

称

福
山
港
箕
沖
工
区
Ｄ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

広
島
県
福
山
港
（
鴻
石
灯
標
の
北
北

東
方
約
七
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
四
e

二
五
e

五
二

東

経

一
三
三
e

二
六
e

二
五

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
四
日

名

称

福
山
港
箕
沖
工
区
Ｅ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

広
島
県
福
山
港
（
鴻
石
灯
標
の
北
北

東
方
約
七
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
四
e

二
五
e

五
七

東

経

一
三
三
e

二
六
e

二
七

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
四
日

名

称

福
山
港
箕
沖
工
区
Ｆ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

広
島
県
福
山
港
（
鴻
石
灯
標
の
北
北

東
方
約
七
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
四
e

二
六
e

〇
二

東

経

一
三
三
e

二
六
e

二
九

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
四
日

名

称

福
山
港
箕
沖
工
区
Ｇ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

広
島
県
福
山
港
（
鴻
石
灯
標
の
北
北

東
方
約
七
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
四
e

二
六
e

〇
四

東

経

一
三
三
e

二
六
e

二
六

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
四
日

名

称

中
ノ
州
北
東
灯
浮
標

位

置

所

在

地

関
門
港
長
府
区
（
満
珠
島
灯
台
の
南

南
西
方
約
一
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
三
e

五
八
e

五
七

東

経

一
三
一
e

〇
一
e

四
六

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
四
日

名

称

中
ノ
州
南
東
灯
浮
標

位

置

所

在

地

関
門
港
長
府
区
（
部
埼
灯
台
の
北
北

東
方
約
一
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
三
e

五
八
e

二
六

東

経

一
三
一
e

〇
一
e

五
八

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
四
日

名

称

中
ノ
州
工
事
区
域
標
示
用
Ｂ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

関
門
港
（
部
埼
灯
台
の
北
北
西
方
約

二
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
三
e

五
八
e

五
八

東

経

一
三
一
e

〇
〇
e

五
九

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
四
日

名

称

中
ノ
州
工
事
区
域
標
示
用
Ｃ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

関
門
港
（
部
埼
灯
台
の
北
北
東
方
約

二
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
三
e

五
九
e

〇
五

東

経

一
三
一
e

〇
一
e

二
八

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
四
日

名

称

中
ノ
州
工
事
区
域
標
示
用
Ｄ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

関
門
港
（
部
埼
灯
台
の
北
北
東
方
約

二
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
三
e

五
八
e

四
一

東

経

一
三
一
e

〇
一
e

四
三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
四
日

〇
環
境
省
告
示
第
十
七
号

平
成
十
八
年
環
境
省
告
示
第
百
三
十
一
号
（
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
九
条
の
二
第

三
項
第
三
号
及
び
第
十
条
の
四
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に

基
づ
き
環
境
大
臣
が
定
め
る
認
証
制
度
を
定
め
る
件
）は
、

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
四
日

環
境
大
臣

松
本

È

衆

議

院

議
決
通
知

三
月
二
十
二
日
鬼
塚
事
務
総
長
か
ら
赤
松
裁
判
官
訴
追

委
員
会
委
員
長
及
び
橋
本
参
議
院
事
務
総
長
宛
、
本
院
は

裁
判
官
訴
追
委
員
を
次
の
と
お
り
補
欠
選
任
し
た
旨
通
知

し
た
。

裁
判
官
訴
追
委
員

沓
掛

哲
男
（
吉
田
C

一
の
補
欠
）

議
案
提
出

三
月
二
十
二
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
議
案
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

国
民
生
活
等
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
の
平
成
二
十
二

年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
城
島
光
力
外
六
名
提
出
）

国
民
生
活
等
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
の
租
税
特
別
措

置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
野
田
毅
外
三
名

提
出
）

国
民
生
活
等
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
の
地
方
税
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
石
田
真
敏
外
四
名
提
出
）

議
案
送
付

三
月
二
十
二
日
参
議
院
に
送
付
し
た
内
閣
提
出
案
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

通
知
書
受
領

三
月
二
十
二
日
内
閣
か
ら
衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
提
出

高
速
道
路
無
料
化
に
よ
る
事
故
の
急
増
に
関
す
る
再
質
問

に
対
し
て
、質
問
事
項
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、

こ
れ
に
日
時
を
要
す
る
た
め
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

ま
で
に
答
弁
す
る
旨
の
国
会
法
第
七
十
五
条
第
二
項
後
段

の
規
定
に
よ
る
通
知
書
を
受
領
し
た
。

参

議

院

議
案
受
領

三
月
二
十
二
日
衆
議
院
か
ら
、
同
院
に
お
い
て
修
正
議

決
し
た
次
の
内
閣
提
出
案
を
受
領
し
た
。

地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法

第
五
号
）

家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣

法
第
三
〇
号
）

議
案
受
領
（
予
備
審
査
）

三
月
二
十
二
日
衆
議
院
か
ら
次
の
議
案
が
送
付
さ
れ

た
。国

民
生
活
等
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
の
平
成
二
十
二

年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
城
島
光
力
外
六
名
提
出
）

（
衆
第
三
号
）

国
民
生
活
等
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
の
租
税
特
別
措

置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
野
田
毅
外
三
名

提
出
）（
衆
第
四
号
）

国
民
生
活
等
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
の
地
方
税
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
石
田
真
敏
外
四
名
提
出
）

（
衆
第
五
号
）

要
求
書
受
領

三
月
二
十
二
日
内
閣
か
ら
、
左
記
の
者
を
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員
に
任
命
し
た
い
の
で
、
情
報

公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
法
第
四
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
本
院
の
同
意
を
求
め
る
旨
の
要
求
書
を
受

領
し
た
。

記

（
三
月
三
十
一
日
任
期
満
了
に
よ
る
再
任
）戸

澤

和
彦

（
同
日
任
期
満
了
の

保
茂
樹
の
後
任
）
山
田

洋

（
同
日
任
期
満
了
の
新
美
育
文
の
後
任
）
椿

愼
美

ま
た
、
同
日
内
閣
か
ら
、
左
記
の
者
を
預
金
保
険
機
構

監
事
に
任
命
し
た
い
の
で
、
預
金
保
険
法
第
二
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
本
院
の
同
意
を
求
め
る
旨
の
要
求

書
を
受
領
し
た
。

記

（
三
月
三
十
一
日
任
期
満
了
に
よ
る
再
任
）飯

田
小
夜
子

ま
た
、
同
日
内
閣
か
ら
、
左
記
の
者
を
日
本
放
送
協
会

経
営
委
員
会
委
員
に
任
命
し
た
い
の
で
、
放
送
法
第
十
六

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
本
院
の
同
意
を
求
め
る
旨
の

要
求
書
を
受
領
し
た
。

記

（
二
月
四
日
辞
職
の
小
丸
成
洋
の
後
任
）
數
土

文
夫

ま
た
、
同
日
内
閣
か
ら
、
左
記
の
者
を
日
本
銀
行
政
策

委
員
会
審
議
委
員
に
任
命
し
た
い
の
で
、
日
本
銀
行
法
第

二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
本
院
の
同
意
を
求
め

る
旨
の
要
求
書
を
受
領
し
た
。

記

（
三
月
三
十
一
日
任
期
満
了
の
須
田
美
矢
子
の
後

任
）

白
井
早
由
里

ま
た
、
同
日
内
閣
か
ら
、
左
記
の
者
を
公
害
健
康
被
害

補
償
不
服
審
査
会
委
員
に
任
命
し
た
い
の
で
、
公
害
健
康

被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
第
百
十
三
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
本
院
の
同
意
を
求
め
る
旨
の
要
求
書
を
受
領

し
た
。

記

（
三
月
三
十
一
日
任
期
満
了
に
よ
る
再
任
）町

田

和
子

˜—
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